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2020 年２月期決算概要 

 

・ 連結業績はジュエリー事業の苦戦により減収、営業利益・経常利益は減益。 

・ 前期に、関係会社株式の売却益発生に伴う税金費用が一時的に発生したこと

から、当期純利益は増益。 

・ ジュエリー事業は減収減益、アパレル事業は好調に推移し増収増益。 

・ 2020 年 2 月期の年間配当は 80 円、連続増配へのこだわりを堅持するなか、 

9 期連続増配の予定。 

・ 2021 年 2 月期の連結業績見通しおよび配当予想、新型コロナウイルス感染症

の影響が不透明であり現段階では未定も、配当方針の考え方は継続予定。 

 
株式会社４℃ホールディングス（本社：東京都品川区、代表取締役会長・ＣＥＯ 木村祭氏）

はこの度、2020 年２月期決算（2019 年３月１日から 2020 年２月 29 日まで）を発表いたし

ましたので、概略のご報告をいたします。 
 

１）連結業績概況 

 （百万円、％） 2019 年 2 月期 2020 年 2 月期 前期比 

売 上 高 47,118 44,970 △4.6％ 

営 業 利 益 4,984 3,975 △20.2％ 

経 常 利 益 6,804 4,312 △36.6％ 
親会社株主に帰属する

当 期  純  利  益 
2,440 2,475 1.4％ 

1 株当たり当期純利益 112 円 18 銭（前期 96 円 03 銭） 
期中平均株式数（連結）22,071,819 株   

 のれん償却前営業利益 2020 年 2 月期 4,472 百万円 2019 年 2月期 5,481 百万円 

 

流通業界は、消費税率引き上げ等、将来不安からくる節約志向が続くなか、自然災害等

による消費者マインドの低下、新型コロナウイルス感染症によるインバウンド需要の低

迷等もあり、厳しい状況で推移しました。このような状況のなか、当社グループは、第５

次中期経営計画２年目となる 2019 年度において、企業価値の向上を目指し、事業ごとの

重点課題に取り組んできました。 
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その結果、当期の売上高は 449 億 70 百万円（前期比 4.6％減）、営業利益は 39 億 75
百万円（前期比 20.2％減）、経常利益は 43 億 12 百万円（前期比 36.6％減）となりまし

た。 
なお、前期に関係会社株式の譲渡に伴う一時的な税金費用を計上したこともあり、当期

純利益は 24 億 75 百万円（前期比 1.4％増）となりました。 
 

 

■ジュエリー事業 

売上高    269 億 87 百万円（前期比 7.9％減） 

営業利益   33 億 19 百万円（前期比 25.6％減） 

ジュエリー事業を展開するエフ・ディ・シィ・プロダクツグループでは、上期は順

調に推移しました。しかしながら、10月以降の消費税率引き上げによる消費者マイン

ドの低下や、12月23日が平日となったことに加えて、前年同月に比べ土日祝日が2日

少なくなった影響を受けクリスマスの高揚感が低下したことにより、売上高は計画を

下回りました。また、一般管理費において、計画外のシステム投資の実行や、一時的

な資産除去債務償却費用の増加が発生いたしました。 
 

■アパレル事業 

売上高    179 億 83 百万円（前期比 0.9％増） 

営業利益      7 億 58 百万円（前期比 25.5％増） 

アパレル事業では、アスティグループは、主力得意先との取り組み強化と生産管理

力の向上により、収益力が大幅に改善いたしました。㈱アージュでは、デイリーファ

ッション事業「パレット」の出店拡大を進めるとともに、シーズン商品の在庫圧縮に

よる荒利益率の改善が奏功し、好調に推移いたしました。 

 

 

2）次期の連結業績見通し 

当社グループは、第 5次中期経営計画の最終年度となる 2020 年度、「100 年企業」「100

年ブランド」の実現に向け、早期に強固な経営基盤を築くべく、事業リストラクチャリング

に取り組みます。ジュエリー事業においては、中国マーケットから撤退するとともに、 

「MAISON JEWELL」、「Luria４℃」の 2ブランドを廃止いたします。アパレル事業において

は、自社工場である AS’TY VIETNAM INC の操業を停止いたします。上記のとおり、事業の

選択と集中に取り組むことで、今後の成長戦略の遂行力向上を図ってまいります。 

また、「人材の育成」、「商品力の強化」、「マーケット動向の把握」に継続的に取り組

むとともに、信頼性の高い企業グループの構築に向け、ＣＳＲ経営を実践し、内部統制機能

の強化、株主への利益還元、利益成長に繋がる中長期的投資等を実行することにより、企業

価値の更なる向上に取り組んでまいります。 

次期（2021 年 2 月期）の連結業績見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症に

よる消費者マインドの低下や、休業・営業時間短縮の影響もあるなか、先行きが極めて不透

明であり、現段階で合理的に算定することが困難であることから「未定」といたします。 
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3）当期の配当 
年間配当金 

  第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

前 期 実 績 ― 37.50 ― 37.50 75.00 

当 期 予 想 ― 40.00 ― 40.00 80.00 

次 期 予 想 ― （未定） ― （未定） （未定） 

 
2020 年 2 月期の期末配当は、１株当たり 40 円の予定です。この結果、当期の１株当

たりの年間配当は、中間配当と合わせて 5 円増配の 80 円、9 期連続の増配となる予定

です。  
次期の配当は、先行きが極めて不透明なことから未定といたしますが、配当方針はこ

れまでの考え方を継続する見込みです。 

 

以上 


